
市の人口（11月末現在） 人　口　806,644人（＋13）　　　世帯数　296,268（＋234）　　　男　389,726人（＋20）　　　女　416,918人（－7） 住民基本台帳による
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市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所○○課」で届きます。☎の記載で市外局番のないものは、025を省略しています　　　

支 所・地 区 事 務 所 の 電 話 番 号 一 覧　※市外局番（025）は省略しています

広
報
番
組
ガ
イ
ド

テレビ番組 ラジオ番組
さわやか新潟 すこやか新潟 ９時です！

新潟市です
NICE TOWN
にいがた

にいがた・シティ
インフォメーション

こんにちは新潟市です にいつ情報ポケット かわら版にいがたにいがた子どもの広場市政ニュース

 電話案内
市役所・保健所…………228-1000（代表）
市 急 患 診 療 セ ン タ ー…232－1199
休日急患歯科診療センター…283－3030
西蒲原地区休日夜間急患センター…0256－72－5499
新発田地区救急診療所…0254－23－8350
水　　　　道　　　　局…266－9311
災 害 時 の 問 い 合 わ せ…226－5656
 市ホームページ
http://www.city.niigata.niigata.jp
※ホームページアドレスの末尾に/mail/index2.html
　をつけると各課のアドレスが検索できます

 市モバイル情報（携帯端末対応）
http://www.city.niigata.niigata.jp/i

※左の２次元コードをバーコー
ド読み取り機能のついた携
帯電話で読み取ることで、
直接アクセスできます

支 所 名
黒 埼 支 所
新 津 支 所
白 根 支 所
豊 栄 支 所
小須戸支所
横 越 支 所
亀 田 支 所

電 話 番 号
377-3101

0250-24-2111
373-2111
387-3401

0250-38-3111
385-2111
381-2111

支 所 名
岩 室 支 所
西 川 支 所
味 方 支 所
潟 東 支 所
月 潟 支 所
中之口支所
巻　支　所

電 話 番 号
0256-82-4111
0256-88-3111
372-1141

0256-86-3111
375-2710
375-2712

0256-72-3131

地区事務所名
東 地 区 事 務 所
中 地 区 事 務 所
西 地 区 事 務 所
北 地 区 事 務 所
南 地 区 事 務 所
坂井輪地区事務所
石山地区事務所

電 話 番 号
241-4111
274-0321
262-3111
259-2721
283-0406
269-2701
286-3222

※地区事務所は新潟地区に設置しています

「新潟漆器　
～その技と美」
２月４日（土）
11:00～11:30
ＢＳＮ

「飛来数日本一
福島潟のオオヒシクイ」
きょう８日（日）
8:55～9:00
ＮＳＴ

「お祝いかざり」

きょう８日（日）
17:55～18:00
ＮＴ21

「日帰り温泉
センター」

1月14日（土）
9:25～9:30
TeNY

毎週土曜
10:55～11:00
18:25～18:30
毎週日曜（再放送）
8:55～9:00
18:55～19:00
FM  KENTO
76.5MHz

毎週月曜～金曜
10:00～11:00
毎月第2・4金曜
10:07～10:15
「篠田市長の青空トーク」
エフエム新津
76.1MHz

毎週木・金曜
12:20～12:25
ぽかぽかラジオ
（エフエム角田山）
84.9MHz

毎週土曜
9:00～9:03
ＢＳＮ（ＡＭ）
1116KHz

毎週土曜
9:50～9:55
ＦＭ  Port
79.0MHz

毎週土曜
10:55～11:00
ＦＭ新潟
77.5MHz

●　あす９日“成人の日のつどい”
●　市農産物を上海・ハバロフスクへ試験輸出
●　明るい選挙啓発ポスター入賞作品決まる

　

平
成
21
年
に
本
県
で
開
催

さ
れ
る
、
第
64
回
国
民
体
育

大
会（
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
）

の
新
潟
市
準
備
委
員
会
の
設

立
総
会
が
、
12
月
20
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
新
潟
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
開
会
式
、
閉
会
式
の

ほ
か
、
全
40
競
技
の
う
ち
、

陸
上
競
技
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
柔
道
な

ど
12
競
技
を
、
鳥
屋
野
総
合

体
育
館
や
亀
田
総
合
体
育
館

な
ど
23
カ
所
で
行
う
予
定
で

す
。

２
０
０
９ 

ト
キ
め
き
新
潟
国
体

市
準
備
委
員
会
設
立

　

平
成
19
年
４
月
に
政
令
指

定
都
市
移
行
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、12
月
22
日
に
篠
田
市

長
と
佐
藤
豊
美
市
議
会
議

長
、市
民・
経
済
団
体
を
代
表

し
て
、「
新
潟
市
政
令
指
定
都

市
推
進
産
業
人
会
議
」の
上
原

明
会
長
が
、総
務
大
臣
あ
て
の

「
新
潟
市
の
政
令
指
定
都
市

へ
の
移
行
実
現
に
つ
い
て
」

の
要
望
書
を
自
治
行
政
局
長

な
ど
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

席
上
、
篠
田
市
長
は「
広
域

合
併
を
終
え
た
本
市
は
、
本

州
日
本
海
側
で
最
大
の
都
市

に
な
っ
た
。
政
令
指
定
都
市

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
本
市

だ
け
で
な
く
県
全
体
、
さ
ら

に
は
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展

の
け
ん
引
力
と
な
る
役
割
を

担
い
た
い
」と
述
べ
、
今
後
の

一
層
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

政
令
指

定
都
市
推
進
課（
☎
内
線

２
１
０
８
）へ

政令市実現に向けて

総務大臣などに協力要請

反町監督・小林幸子さんら４人に
新潟市特別感謝状を贈呈

　

水
の
駅「
ビ
ュ
ー
福
島
潟
」の
４
代
目
名
誉
館
長
に
、
歌
手
の
加
藤
登
紀
子
さ
ん

の
就
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
、
四
季
折
々
に
美

し
い
姿
を
見
せ
る
福
島
潟
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
文
化
活
動
を
通
じ
て
全
国
に
Ｐ

Ｒ
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

名
誉
館
長
の
制
度
は
、
平

成
９
年
の
同
館
オ
ー
プ
ン
時

に
創
設
し
た
も
の
で
、
福
島

潟
の
魅
力
を
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ

し
、
自
然
文
化
活
動
を
促
進

し
て
も
ら
え
る
著
名
人
に
依

頼
し
て
い
ま
す
。
初
代
名
誉

館
長
に
は
作
曲
家
の
三
枝
成

彰
さ
ん
、
２
代
目
は
写
真
家

の
竹
内
敏
信
さ
ん
、
現
在
の

３
代
目
は
、
画
家
・
タ
レ
ン

ト
の
片
岡
鶴
太
郎
さ
ん
が
務

め
て
い
ま
す
。

　

加
藤
登
紀
子
さ
ん
は
、
東

京
大
学
在
学
中
に
歌
手
活

動
を
始
め
、「
知
床
旅
情
」

「
百
万
本
の
バ
ラ
」な
ど
数
々

の
ヒ
ッ
ト
曲
を
世
に
送
り
出

し
て
き
ま
し
た
。

　

歌
手
活
動
の
ほ
か
に
も
、

俳
優
、
執
筆
、
陶
芸
、
書
、

絵
な
ど
、
多
方
面
で
活
躍
。

平
成
13
年
か
ら
は
、
国
際
連

合
環
境
計
画
の
親
善
大
使
を

務
め
る
な
ど
、
環
境
問
題
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

昨
年
、
福
島
潟
を
訪
れ
た

際
に
、
一
目
で
福
島
潟
の
自

然
に
感
動
し
、
ま
た
、「
自

然
文
化
」と
い
う
同
館
の
考

え
方
に
も
共
感
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

の
名
誉
館
長
就
任
を
了
承
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

任
期
中
は
、
年
２
回
本
市

を
訪
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
子
ど
も
た

ち
と
の
触
れ
合
い
活
動
な
ど

を
通
じ
て
、
自
然
文
化
の
啓

発
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

水
の
駅

「
ビ
ュ
ー
福
島
潟
」（
☎

３
８
７
・
１
４
９
１
）へ

　

設
立
総
会
で
は
、
同
会
の

会
則
や
役
員
の
選
任
、
事
業

計
画
な
ど
を
決
定
。
会
長
に

選
出
さ
れ
た
篠
田
市
長
は
、

「
政
令
指
定
都
市
に
移
行

し
て
２
年
後
の
国
体
開
催

は
、
新
潟
市
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会

に
な
る
。
全
市
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

計
画
調
整

課
国
体
推
進
室（
☎
内
線

２
１
７
５
）へ

し
た
り
、
夢
を
つ
か
ん
で
頑

張
っ
て
い
る
人
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

取
材
や
編
集
な
ど
は
、
新

潟
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

と
新
潟
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

の
学
生
さ
ん
か
ら
協
力
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

発
行
部
数
は
１
万
２
０
０

０
部
で
、
あ
す
９
日
の「
成

人
の
日
の
つ
ど
い
」の
会
場

で
新
成
人
に
配
布
す
る
ほ
か
、

１
月
20
日
こ
ろ
ま
で
に
は
、

市
内
の
飲
食
店
や
美
容
院
、

書
店
、
支
所
や
地
区
事
務
所

な
ど
に
置
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

広
報
課（
☎

内
線
２
１
４
３
）ヘ

記
念
品「
新
潟
市
の
鍵
」を
受
け
取
る

反
町
監
督

写
真
左
よ
り
遠
藤
実
さ
ん
、
小
林
幸
子

さ
ん
、
た
か
た
か
し
さ
ん

　市民に対し明るい希望と感動を与え、新潟に多大
な貢献のあった、反町康治さん（アルビレックス新潟
監督）、小林幸子さん（歌手）、遠藤実さん（作曲家）、
たかたかしさん（作詞家）の４人に、「新潟市特別感謝
状」と記念品「新潟市の鍵」を贈呈しました。
　新潟市の鍵には、「いつでも新潟にお越しください。
心よりお待ちしています」との思いが込められています。

ら
う
た
め
、
今
年
度
も
広
報

誌「
ｐ
ｒ
ｅ（
プ
レ
）」＝
写
真

　

20
歳
前
後
の
若
い
世
代
に

市
政
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も

＝
を
発
行
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
若
者
の
視

点
で
新
潟
市
に
つ
い
て

興
味
を
持
っ
た
こ
と
を

い
ろ
い
ろ
な
手
法
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

若
者
同
士
で
新
潟
に

つ
い
て
語
る「
居
酒
屋

対
談
」の
ほ
か
、
新
潟

駅
周
辺
の
整
備
な
ど
を

す
ご
ろ
く
形
式
で
紹
介

若
者
向
け
市
政
情
報
誌

「
p
r
e
」第
2
弾
発
行

  水の駅「ビュー福島潟」

４代目名誉館長に加藤登紀子さん
福島潟の自然を全国にPR

４月から名誉館長に就く加藤登紀子さん


